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ロマンスを読むことのアレゴリー

Tんβ肋ぶg〆伽SgγβれCαわJどぶの家･肖像･崩壊感

小 田 敦 子

要旨 TheHouseqftheSevenGablesはHawthorneがTheScarletl,etterで達成したロマンス小

説の表現の可能性を,当時の一般読者の晴好にあう風俗小説の形で語り直したもので,まず

第一にHawthorne的ロマンスが読者に受け入れられ理解されることを目的として発想され

ている･そのため,Salemに実在する古い家の家族の秘密を暴く物語が,ロマンスの特徴で

ある崩壊感の表現を読むことのアレゴリーに他ならないという構造を,この作品はもつ.

家はロマンスが表現の対象とする人の心の象徴である.人物は家との関係によって分けら

れ,その家に読者を代表するタイプの人物を外から送りこみ,そこの住人である世間から隔

離されたロマンス的な人物との交流をはかる.人物の家への出入りには,一種鏡像的な対称

性で家の内と外とを入れかえ,その内奥を世間の目に明らかにする意図がある.

作中に頻出する肖像画は家へ入るときの戸口や窓として重要な意味をもつ.TんgS｡αγJβr

上gffgγでは｢現実から一歩離れて想像の世界へ近づく｣鏡が精神の世界への入口であったが,

それと同様の働きを肖像画がする.人の本性を肖像画によって知るという過程で,Ⅲaw-

thorneが問題にするのは,見る人と見られる人との間に働く直観的共感による認識という

ことだ･Hawthorneのいう共感とは,根本的に,見る人が見られる人を｢共通の本性｣にお

いて理解することを意味する.そして,読者とロマンスとの交流という目的は,この共感に

よって,作品が提示する共通の本性を読み取ることで完成する.

その本性とは,家の中にはじめからあった死体に象徴される死の運命であるが,Hawth-

Orneはそれを生に固有の崩壊感として捉えた.そしてそれ自身を崩壊させるものを抱え持

った生命のヴィジョンを｢意識の流れ｣の先駆けとなるような描写で表現した.

TheScarletLetter(1850)においてHawthorneは,17世紀のピューリタン社会を舞台にオ

ランダ絵画のような暗い色調で統一された｢ロマンス｣の世界を措き,社会から隔離され疎

外された人間のもつ不安を,存在の確固とした基盤を失い日常世界の中で亡霊化した人間の

もつ崩壊感として描くことに,おそらくは作者自身の予想を越えて成功した.それまで短篇

やスケッチでHawthorneが彼の心理的ロマンスの表現の源と考えていた｢存在の深みから

あふれ出る灰暗い感情や考えや連想の広大な潮流｣1は,HesterやDimmesdal｡が世界との関

係の崩壊を感じたときの秩序と安定を失い流動化し始める意識の表現となって,その全体像

を最初の長編小説の中に表した.後の｢意識の流れ｣に近い方法で描かれたロマンスの主人

物の意識は,その崩壊の感覚の強さにおいてキリスト教的世界観や生命感を越えるものがあ

ったと想像される･HawthorneがTheScarletLetterを｢地獄の火で焼かれた物語｣2と呼んだ

のも,明るい光のさしこむ余地の無いこの強力な崩壊感の放であろう｡このテーマは次作

TheHouseQftheSevenGables(1851)にも受け継がれていく.2MelvilleがHawth｡rneにこの
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本の感想を書き送った手紙の中で,｢偏見の無い,それ自身の生来のより深いはたらきをす

る人間の思考の悲劇性｣3を言うのも,同じ崩壊感をさしてのことと考えられる.というのは,

MelvilleのあげたTheHouseQftheSevenGablesの二つの印象的な場面,Cliffordが行列に飛

び込もうとする場面と七破風の家の中にJudge Pyncheonの死体が残される場面はともに,

崩壊感が現われるロマンスの山場であるからだ.

ロマンスの核心に崩壊感があるという点は,T九βScαγJgf⊥g抽γと同じである.しかし,

The銑削SeQftheSevenGablesにおいては,Hawthorneはそれを｢私の精神のもっと自然で健

全な産物｣である明と暗とが入り混じったユーモラスな作品にすることで,｢もっと自分ら

しい｣作品で広範な読者を獲得しようとした.4T九βScαγJgf⊥e〝〝がそうであったように,

ロマンス小説そのものは序文の身辺雑記風な部分ほど読まれていないと感じていたHaw-

thorneは,序文の中でいつも読者と作者や作品との関係を話題にした.そこでまず強調さ

れるのはHawthorneの文章は隠遁者ではなく｢世間の人｣のものであり,｢世間との交流を

開く試み｣であるということだ.5TheHouseQFtheSevenGables発想の根本には,Hawthorne

のロマンスが特殊な状況に置かれた例外的な人間の話ではなく,｢私たち万人に共通な深い

本性を探るもの｣6であることを,よりわかりやすい形で読者に伝えるという意図がある.ロ

マンスの暗い世界が健全な明るさに満ちた日常生活世界の隠れた一部であることをよりわか

りやすい形で説得する一つの方法として,TheHouseqftheSevenGablesはHawthorneの同

時代のNew Englandの風俗,生活色の濃い作品になった.

題名の｢七破風の家｣はSalemの町に実在する古い独特な形が目をひく屋敷である.ロマ

ンスには絵画的で影と神秘に満ちたいわくありげな廃墟が必要だと言ったHawthorneにと

って,七破風の家はロマンスの舞台としてアメリカで見つけうる数少ないものの一つであっ

たし,一般読者にとっては身近な関心を覚える題材であったであろう.Hawthorneはこの家

を舞台に旧家の家族の秘密(文字通り,"thefamilyskeleton"にまつわる秘密)をめぐる風

俗喜劇風な物語を書く.この家族の秘密は,風俗小説の枠組みでは貴族的な誇りをもった旧

家の祖先が財産のために犯した罪であり,その罪の犠牲者が復讐としてもたらしたと考えら

れている旧家の家系に特有の死である.しかし,同時にTんβ肋祝ざβ〆伽Sgγg乃Cα抽ざは読

者との交流を求めて,作者がロマンスの秘密を明かす物語でもある.

家を題にしたHawthorneのもう一つの作品"TheOld Manse"は,MossesfromanOld

肋彿5βの序文の代わりにおかれたスケッチで,読者は牧師館の客に喩えられ,｢作者が読者

に住まいを紹介する｣のだが,その意図は他の序文の場合と同じで｢読者が本という建物の

内部へ入って行く道を歩きやすく舗装する｣ことにある.7時期的にはこの二つの序文の間に

位置するT九gβ皿5g〆伽Sgγg彿CαわJβぶにおいて,家の物語は,明らかに読者にロマンスを

紹介する物語として意識されていたであろう.Hawthorneの｢世間との交流を開く試み｣は,

風俗小説的要素を強めることだけではなく,ロマンスの秘密を読むことへ読者を誘うことに

も表れている.｢七破風の家｣の外見は｢人の表情のようにその内部であった生活の推移を

表わし｣(5),8家全体は｢それ自身の生命を持ち,豊かで灰日青い記憶に満ちた大きな人間の

心｣(27)に喩えられているように,家はHawthorneのロマンスが表現の対象とする人の心

のアレゴリーである.家の中へ入り,そこにある秘密を知るということは,ロマンスを読む

ことに他ならない.Tんg肋混ざg〆伽Sgγg乃Cα抽ざの物語は,ロマンスを読むことのアレゴリ

ーといえる.そのために,風俗の巧みな描写が写実的な小説という印象を与えるとしても,
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この小説は｢ロマンスというもの｣が読者と交流するという非常にはっきりとした図式によ

って構成された抽象的な小説といえる.

1.家

ロマンスが世間と交流を開く試みを象徴的に告げるのは,魔女狩りの時代に遡る七破風の

家の罪と死に黒ずんだ来歴が語られる第一章の後,その家が商店を開業して世間に向かって

開かれるところから物語の時間が動きだすことだ.そして目次に散りばめられた｢窓｣や｢客｣,

｢さよなら｣等家を出ることに類する言葉が示すように,この家に出入りする人々の動きが

物語を織りなしていく.主人物は七破風の家との関係によっで性格づけられている.家のも

ともとの住人であるHepzibahやCliffordは世間から隔絶して暮らしており,ロマンスの人

物としての性格を代表する.外から家の中に入ってくるPhoebeとJudge Pyncheonは風俗小

説の人物の型にあるような世間の人の代表である.そして家の間借り人という中間的な位置

にHolgraveがいる.最後には,最初の人物配置が逆転交替して,家の中の人は外へ出,外

の人は中に入る.この過程はロマンスが読まれその秘密が読者に理解されていった過程と読

めるのではないか.まず,人物の性格づけがロマンスを読むということを念頭においたもの

であることを見てみたい.

Hepzibahがはじめて店番をする様子は貴族的な誇りが卑近な生活と葛藤する様が滑稽味

を加えて描写されるが,やがて,次のようにロマンス性の強い描写が出てくる.

She appeared to be walkingin a dream;Or,mOre truly,the vividlife and

reality,aSSumed by heremotions,madea1loutwardoccurrencesunsubstantial,

like the teasing phantasms of a half-COnSCious slumber.She stillresponded,

meehanica11y,tO the frequent summons of the shop-bell...Thereis a sad con-

fusion,indeed,When the splrit thus flits awayinto the past,Orinto the more

awfulfuture,Orin any manner,StePS aCrOSS the spaceless boundary

betwixtits own region and the actualworld,Where the body remains to guide

itself,aS bestit may,Withlittle more than the mechanism of animallife.Itis

like death,Without death's quiet prlVilege;its freedom from mortalcare.

(66-67)

ぎこちない動きでへまばかりするHepzibahの働きぶりは,風俗小説の文脈で読めば,客の

現実的因習的な目が解釈するように,浮き世離れした老嬢の意地悪なへそ曲がりを滑稽に描

いて落塊の貴族を笑うというところだろう.しかし,HawthorneはHepzibahの視点をいれて,

彼女の店番を古い幻灯の中の出来事のように見せることで,Hepzibahの住む七破風の家の

生活や現実が外の世界とは異質の,日常現実を幻影にするような強い不安と心配の感情の世

界であることを示唆する.そして精神が日常現実に関心を結べないでそれ自身の活動を始め

ることをHawthorneは｢悲しい混乱｣と呼び!生の秩序が失われたその状態は死に似てい

ると言う.この死のような生を恒常的に生きているのが30年間を牢獄で過ごし廃人のように

なったもう一人の家の住人,｢精神と意識が立ち去ってしまい,物質的実体を備えた空虚,

物質的幽霊｣(105)と呼ばれるCliffordである.Hepzibahが導入した混乱を｢暗い崩れた屋敷｣

(105)に喩えられるCliffordが敷街するのだが,それは日常現実の感覚が崩壊し,生を幻影
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に見せる死の世界の感覚である.亡霊のようなCliffordはロマンスの崩壊感の体現者であり,

他の人物の関心が彼に集まるのも,彼が読まれるべきロマンスの中心に位置する人物である

からだ.

外から家の中へやってくる人物はPhoebeとJudgePyncheonで,この二人は地位や性格に

差はあるものの型通りの世間の人として,読者の感覚には最も親しい性格を持ち,小説の中

では19世紀アメリカの明るい日常性を代表している.この二人を通してそれぞれの方法で

Hawthorneはロマンスと読者との交流を図る.まず,町の名士JudgePyncheonはClifford

とはおよそ正反対の人物だが,解かれるべき｢複雑な謎｣(179)としてCliffordと同列に並べ

られている.この一見対照的な二人の接点によってHawthorneはロマンス世界と日常世界

との接点を示そうとする.その意味ではJudgeは読まれるべきロマンスの中の人物である.

それに対してPhoebeは最後まで一貫して現実的人物であり,ロマンスを読む側の人物であ

る.彼女が最初に現われるのは,前出のHepzibahの引用と同じ章の終わりで,それは次の

ように描写される.

The
younggirl,SO

fresh,SO unCOnVentional,and yetsoorderly and obedient

tocommon rules,aS yOu atOnCe reCOgnized hertobe,WaSWidelylnCOntraSt,

atthat moment,With everythingabout her･…But-eVen aS a rayOfsunshine,

fallintowhatdismalplaceitmay,instantaneouslycreatesforitselfaproprlety

inbeingthere-SOdiditseemaltogetherfitthatthegirlshouldbestandingat

thethreshold.(68)

｢日の光｣に喩えられるPhoebeが七破風の家の｢敷居のところに｣立っている.｢世間一

般のきまりをきちんとよく守り｣,どこであれ｢そこに存在していることの適切さを創り出

す｣phoebeの穏和な健全さは,ロマンスの世界の存在の不安とは著しい対照をなす.

HawthorneはPhoebeを読者に好感をもって受け入れられるタイプの人物に造形する.それ

が,Hawthorneが今回ロマンス小説に取り入れることを望んだ明るい光である.これから彼

女を家の中に入れることによって,ヴィクトリア朝の理想の女性像である家庭の天使が,家

や庭に日常生活の実質ある快適さを創り出し,｢悪や悲しみを浄化し,憂欝を追い払った｣

(72)という風俗小説を展開する一方で,読者の視点を代表するPhoebeがロマンスを読むと

いう物語を同時に進めていく.phoebeが七破風の家に来たのは日常の用のためではなく,

CliffordとJudgePyncheonを知るためなのだ.このことは主人物の登場のし方に示されてい

る.密かに家に戻っていたCliffordが読者の前に｢客｣として姿を現わすときには,Phoebe

の視点を通して語られていたし,JudgePyncheonがはじめて店の中に入ってくるときもそ

うだった.phoebeは読者のロマンスの読み方を先導する立場にある.

ロマンスを読むという物語が隠れていることを強調するのは,Phoebeの活動を助ける

Holgraveの存在である.Holgraveの職業は｢日光から肖像を作る｣(91)銀板写真家である.

彼はCliffordとJudgePyncheonへの関心を明言し,写真家の職業が暗示する高度な視覚に

よる知覚力で彼らを読もうとする積極的な読者である.Holgraveはまた催眠術にも通じて

いるが,銀板写真も催眠術も当時の流行であり,この人物が時代の最先端の雰囲気を伝えて

いることがわかる.そして,人の心の深みを探ることを仕事とするHawthorneにとって,

この流行は大きな関心の対象であった.特に1840年代の心霊主義の流行への批判,人の心の
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聖域を侵すものであり,また,物質的なものを精神的なものと取り違えてもいるという批判

は,9彼の作品にいつも自戒のように出てくることからも,それがよく考えられている問題

であることがわかる.T九g肋"ぶg〆伽Sgγg彿CαわJgぶの中では19世紀の流行は17世紀の肖像画

や魔女の伝統につなげて捉えられているのだが,この着眼のし方にもNewEngland人の心

性を観察する作家としての関心の深さがうかがえる.そのようなHawthorne的な関心が

Holgraveに表れている.Pyncheon家の家族以外の者でありながらその家の中に住んでいる

というHolgraveの中間的な立場は,｢世間の人｣としての姿勢をとる作者の立場にも通じる･

その中間的な立場で,読者を代表して外からやってくるPhoebeを家の内奥へと案内しよう

とする.HolgraveとPhoebeとの結びつきには,作者の読者との交流の試みがこめられてい

る.そこで重要なことは｢観察だけでなく共感によって｣10人間に共通な本性を追求してき

たHawth｡rneのロマンスにとっては,心霊主義とは一線を画した,人間に共通な本性が可

能にする｢共感｣が試金石であるということだ.phoebeの｢直観的共感｣(179)を｢冷静すぎる

観察者｣(177)Holgraveが強調するのも,作者の読者への問いかけと言えよう･

Holgraveを除いた主人物たちの,ついに家の外へ出たCliffordとHepzibahと内部へ入り

えたJudgePyncheonとの交替,そして,Judgeの死体を残して出て行ったPyncheon兄妹と

死体とともに家にいるPhoebeとIiolgraveのカップルとの交替は,世間の人とロマンスの世

界との交流の完成を示している.この二つの交替は,家の内と外とが一種鏡像的な対称性を

もつ構造をT九g丑削ざg〆伽Sβγβ乃CαわJβ5に与えている.虚実の混乱した七破風の家の中は

現実世界に対して虚像の世界とも考えられる.交流が｢現実と想像の中間地帯｣である鏡像

的な構造の中で実現することは,llまさにロマンスの主題にかなっている.

2.肖 像

TんβScαγJどょ⊥β〃gγのロマンス論の中で鏡は人や物を｢現実から一歩離れて,それだけ想像

界に近づけて映す｣12性質を持つものとして,ロマンスの世界を象徴するものであった.T九β

肋祝5β〆伽Sβγg抑CαわJgぶにおいても鏡は精神世界への｢窓か戸口のようなもの｣(281)として,

Hepzibah,Clifford,JudgePyncheonの前に置かれている.HolgraveやPhoebeがその鏡の世

界へ入ろうとするときの｢戸口｣となるのが肖像である.Phoebeの目を通してCliffordや

JudgePyncheonが読者の前に現われると先に述べたが,その際にどちらの場合も,Phoebe

は実際の人物に会う前にその人の肖像画なり肖像写真をみせられている.Hepzibahが

Phoebeに見せた青年Cliffordの細密画が着ていた服から,Phoebeは彼を確認した.Judge

Pyncheonについては,Holgraveが銀板写真を見せているし,その写真に似た祖先の厳格な

ピューリタンColonelPyncheonの肖像画を見てもいる.実物を絵や写真の肖像と両方を提

示するところにも一種の鏡像的構造がみえるが,Phoebeにそれを比べさせることで,｢世間

の目｣(92)が見ている人物像を離れて,別の見方へ注意を向けようとする.

Cliffordの細密画は,世間から迫害を受け｢衰弱と崩壊のくすんだヴェールを自分と世界

との間にたらし座っている｣(106)と描写される疲弊した本人の姿の中にも何か破壊されな

いものがあって,それが瞬間的に現われるのを認識するのを助ける.細密画が捉えた優美な

表情は,今のCliffordを見る人にとっては,｢見ていた人はたぶらかされたと自分の想像力

を非難する｣(112)という言葉が示すように,直観的に想像力をめぐらせる瞬間においてのみ

捉えられるものの領域に属する.Phoebeが,JudgePyncheonの挨拶の接吻を彼女が避けた
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ときに一変したJudgeの表情を見てはじめて,それまではにこやかであったその紳士が肖像

写真の実物であることに気づくという場合も,同じであろうー肖像画も鏡と同様,現実を離

れ想像の世界へ,言い換えれば･日常意識とは異なった認識へと見る人の意識を広げる媒体

なのだ.

TheHouseQFtheSevenGablesにおいて肖像を見るということは,Phoebeの直観的共感の

はたらきがそうであるように,見る人の意識に変化をもたらすことが問題になる.それをよ

く示しているのが,銀板写真論にきっかけを与えるPhoebeの｢写真の肖像は自分たちがと

ても感じが悪くみえることを意識していて,だから見られるのを嫌がっていると思う｣(91)

という意見である･肖像が生きた人間のように語られるところにその細密精密さが窺えるが,

とりわけそれが銀板写真の特徴として銀板上の人物の目が生きた人間の目と同じように｢凱

になるせいであると考えれば,13肖像と鏡との類似性は一層はっきりする.銀板写真は露光

時間が長いので,うわべだけの笑みを維持するには余る感情の交流がお互いを鏡と見る写真

家と被写体との間に起こり,Holgraveはそれを"insight"の働き,つまり,表面に現われない

ものを看破する力だと説明する･そして｢画家ならば気づいたとしても,敢えて描こうとは

思わない真実を含んだ隠れた性質｣(91)をも機械の非情さは露呈させる.そのような肖像を

Phoebeが見るときに起こるのは,Phoebeの直感が肖像に表れた不快さを知覚したことを,

今後は肖像にPhoebeが見られることによって,つまり,肖像の目に映った自分の姿を見る

ことによって知るということだ･このときのPhoebeは｢世間の法則の中にいる｣(85)彼

女の秩序を守る性質にあわない不快感を自分が意識していることに困惑している.そこで｢宇

宙を元どおりの秩序におくために,彼女自身の直感を圧し殺す｣(131)方便として,写真を見

たくないと思うのだ･先に引用した写真の自意識を代弁するようなPhoebeの言葉は,実は

彼女自身の自意識の無さ,Cliffordの肖像画には共感できるが自分の世界認識とは異質な秘

密は忌避したいし忌避すべきだと思うPhoebeの明快な日常意識のはたらきを映していると

言える.

この限界のためにPhoebeは物語の途中で一時,ColonelPyncheonの陰欝な肖像画が支配

する七破風の家を出て行くことになる･Hawthorneは"ThePropheticPictures"㌣Edward

Randolph'sPortrait"など肖像画が人に破滅をもたらす本性や運命を予感させる物語を書いて

きたが,ColonelPyncheonの肖像画もその系列に属する.特に"LegendsoftheProvince-

House"の一部として善かれた後者では,EdwardRandoIphの肖像のある空間の次のような描

写は,そのままロマンスの世界としての七破風の家に敷術されている.

ManyoftheservantsoftheProvince-Househadcaughtglimpsesofavisage

frownlngdownuponthem,atmOrnlngOreVeningtwilight,-Orinthedepths

Ofnight,Whilerakingupthefirethatglimmeredonthehearthbeneath.(260)14

Hawthorne的ロマンスの中間地帯の薄閣に置かれて,現実には薄暗いだけの肖像が見る人に

見入り,人に実生活には今のところ無縁の悪や死を想像させる.つまり,ここでも肖像が鏡

のようにはたらいて,共通の本性の共感が起こり,見る人の無意識に潜在する運命に対する

意識を映して見せている･Hawthorneは共通の本性として暗い運命を考えており,The

肋祝∫g〆伽Sβγg乃Cα抽ぶにおいても運命への意識の暗示は,第一章で自分の肖像画の下で死

んだColonelPyncheonと,七破風の家の鏡の中にPyncheon家の死者たちを延らせることが
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できるというHolgraveの家系に伝わる｢鏡の神秘｣(20)への言及に始まる･そしてHepzi,

bahやCliff｡rdなどロマンス性の強い主人物は鏡の世界へ入っていき,Phoebeと違って

Holgraveは最後までそれについていく資質が与えられている･

鏡を見るということが運命への意識であるということが端的に表れるのは,Cliffordの場

合である.罪を犯したために,死と意識とを与えられたエデンの住人になぞらえて,｢富に

打たれたアダム｣(150)と彼を呼ぶところにも,HawthorneがCliffordを｢人間に共通の本性｣

を代表するEverymanとみなしていることがうかがえるが,彼の意識のあり様は次のように

説明される.

Cliffordsaw,itmaybe,inthemirrorofhisdeeperconsciousness,thathewas

anexampleandrepresentativeofthatgreatchaosofpeople,WhomaninexplicT

ablePr｡Videnceiscontinuallyputtingatcross-purpOSeSWiththeworld･(149)

人生の小春日和のような生活を享受しているが,Cliffordはそれを信じておらず,彼の意識

はそこにとどまることができない.Cliffordは｢彼のより深い意識の鏡｣に映る自分が,絶

え間なく続く世界との乳轢のために絶えず｢異邦人のように,孤立した苦しい存在になる｣

(149)運命にあることを意識している.亡霊のようなCliffordの姿は,その自意識が先鋭化

するにつれ,自分がどんどん現実を離れて意識の鏡の中の虚像になっていく状態を示してい

る.Cliff｡rdの意識の鏡が捉える虚像の例には,｢Mauleの井戸｣と呼ばれる泉水の水鏡に彼

の顔を映してできる美しい顔と暗い顔があげられるが,それぞれの顔に,Cliffordは彼に潜

在する生来の美しい資質と厳しく恐ろしい運命の象徴を認めるのだ■ これらは,それぞれ

Hepzibahの持つ細密画と銀板写真の顔を見ることに相当する･また,暗い顔といえばその

代表は,｢家の悪霊,なかでも私にとっての悪霊.私を見つめるな｣(111)とCliffordが呼ん

だColonelPyncheonの肖像である.つまり,Cliffordは彼のより深い意識の鏡に,Colonel

Pyncheonなり彼の｢恥辱と死と破滅の原因｣(235)であるJudge Pyncheonなりの顔を自己の

運命の鏡像として見ているのだ.

CliffordとJudge Pyncheonとは実際の生活においても肖像画の中でも対照的に描かれて

いるが,CliffordはJudgeの中に自分の鏡像となるものを認めている･反対に,もしJudge

が｢世間の評判という鏡｣(232)を見る以上のより深い意識と,｢悲しくも恵まれた目を持

った予見者｣(230)であったならば,｢天井の高い堂々とした屋敷｣(229)に喩えられるJudge

のからだの一隅に｢半ば腐った,或いは,今腐りつつある死体｣(230)があることに気づくだ

ろうがという比喩を,Judge Pyncheonが廃人のようなCliffordに対面して,何ら共感する

ものを感じていない図にあてはめることができよう.cliffordとJudge Pyncheonをそれぞ

れお互いの鏡像と考えれば,肖像や鏡像によって対照と反復の多いT九g肋祝5β〆血Sβγβ抑

c｡わJβ5の全体を鏡像的な構造として捉えることができる.それは豪奪な屋敷を鏡に映すと古

びて黒ずんだ七破風の家が見えるということであり,世間の人とロマンス的人物との共通性

が明かされるということだ.そして,その鏡像の共通の運命としての崩壊の感覚を見ること

ができる.
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3.崩壊感

物語の現実においてCliffordとJudgePyncheonが対面らしい対面をするのは,七破風の

家の中に強引に入ってきたJudgeが居間の椅子にかけたところで死んでしまったときで,そ

の死体を最初に発見したのだCliffordであった■ しかし,この事情はHepzibahの目を通し

て提示される･次の引用は･Cliffordを探していて見つからず,Cliffordこそが窓から飛び

下りて死んだのではないかと恐れるHepzibahが,Judgeの死を見つける場面である.

AsCliffordstoodonthethreshold,partlyturningback,hepointedhisfinger

Withintheparlor,andshookitslowly,aSthoughhewouldhaves｡mm｡nedn｡t

Hepzibahalone▼butthewholeworld,tOgaZeatSOmeObjectinconceivablyridic-

ulous.(249)

ここには明らかにCliffordの死の代わりにJudgeの死を見たという感覚がある.戸口に立つ

Cliffordと居間の中のJudgeという位置関係にも二人の立場の逆転が暗示されている.祖先

の肖像画がいつもCliffordやHepzibahに思い出させていた死,Cliffordがその家の中で抱え

込んでいた死が,それを決して意識することのなかったJudgeの中からその姿を現わして,

彼もまた七破風の家の住人と同じ運命にあったことを明らかにする.一方,Cliffordは自分

の生を抑圧する運命が取り除かれたと狂喜し,Hepzibahを伴って今度は彼が家の外へ世の

中へ出て新しい生活をしようとするのだが,Hawthorneは暗い運命はCliffordの胸に｢でき

るものなら取り除いてみよと｣(252),つまりは取り除かれないまま残されたと言う.ただ,

家の中でのJudgeの死とCliffordの家からの逃走という状況の逆転によって,二人の互いに

鏡像的な性格は明確に提示された･そして,CliffordがJudgePyncheonの像に自身の運命を

意識するときの,共通の本性の表現に,ロマンスの真骨頂が表れる.

Cliffordが七破風の家の窓から飛び下りて通りを行く政治運動の行列に加わろうとする場

面は,Cliffordの未遂に終わった家からの逃走の最初の試みだが,この場面と,Judgeの死

体がCliffordとHepzibahの去った後の家に残される場面とは,一見対照的にみえるのだが

運命に対する意識の表現としてある共通性を持っている.まず,家の前の狭い通りをひしめ

く群衆の波,その雑然として行列に飛び込もうとするCⅦordの姿は,泉水の緑に立って｢彼

のより深い意識の鏡｣を覗き込むときと同じような表現で描かれていることを,次の引用は

示している･この場合のCliffordは,可能性としてはJudgePyncheonも含みうる世間で活

動する人々を鏡にしている.

Butontheotherhand,ifanimpressibleperson,Standingaloneoverthebrink

Oftheseprocessions,Shouldbeholdit,nOtinitsatoms,butinitsaggregate-aS

amightyriveroflife,maSSiveinitstide,andblackwithmystery,and,OutOf

itsdepths,Callingtothekindreddepthwithinhim-thenthecontigultyWOuld

addtotheeffect.(165)

様々な人々が群れをなして動く行列の人波から,Cliffordは｢力強い生命の流れ｣,｢人間の

共感が大波を起こす流れ｣(165)を見ているという強烈な印象を受ける.轟々と流れる生命の

流れを鏡にして,世間からも本来の自分からも切り離されているC用ordが見たものは,そ

の共感の流れを自分のなかにも持っているCliffordである.通りを行く人の流れは七破風の
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家の中にいるCliffordの意識の流れでもあり,これまで深い意識に沈潜しがちであった彼が,

世間の人々の生活の活気で波立つ表層意識へも浮上して,自分の生命の全体の感覚が回復し

たことを意識している.Hawthorneには生命を祭りか葬式かの行列の形で考える傾向があ

り,15それをSpenserから学んだアレゴリーの行列と考えることができる場合もある.16し

かし,ここの生命の流れの捉え方にはむしろ｢意識の流れ｣に近いものがあって,全体にア

レゴリー色の強い作中では際立った表現力を見せている.また,祭りか葬式かの行列と言う

ように,ここで人々をひとまとめにしている生命の流れの性質も微妙に暖昧にされている.

Cliffordは生の感触を回復しようと行列に飛び込もうとするが,実際に飛び込んだ場合に明

らかなように,そこには死の吸引力の暗示もあるのだ.彼を飲み込もうとする｢神秘の探さ

で黒い,大きな流れ｣は,彼が暗い顔を見た意識の深みと言うことができる.Cliffordの肉

体と精神の脆弱さ,つまり彼が常時感じている世界との関係の崩壊感に訴えかけてくるこの

｢共感の流れ｣とみえるものこそ,彼の過敏な感性が経験している崩壊感に他ならない.

生命の流れのこの病的な性質が強調されるのが,CliffordとHepzibahの汽車旅行の場面

である.Cliffordがついに｢世界の中に,生の只中に,大勢の仲間の中にいる｣(258)と感じ

ている状態を,一方,語り手Hawthorneは｢運命自体の吸引力によるかのように,人間の

生の偉大な流れの中に引き込まれ,それとともに押し流されていた｣(256)と言うように,

JudgePyncheonに死をもたらしたと同じ運命に引きずられて世間に出てきたにすぎないと

解釈する.古い家を出て新しい生を享受するCliffordの解放感と昂揚感に満ちた生命の流れ

は,新時代の寵児,鉄道が可能にした速度感と視覚の流動感を使って表現される.例えば,

｢尖塔は基礎を離れて漂い,丘は滑るように離れていく.全てのものが長い休息から解かれ

て旋風のように動く｣(256)というような無秩序な浮動感は,むしろ崩壊感に近いものだ.

HepzibahはCliffordの気が狂ったと思っているのだ.HolgraveやPhoebeから聞きかじった

らしい流行の思想や事物を次々しゃべり続けるCliffordの饅舌には,世間の人になろうとす

る性急な努力がみえるが,浮き足立った生命感の深みにあるのは,やはりJudgePyncheon

の｢今腐りつつある死体｣への意識である.

それを受けるようにして,主のいない家に代わりに残されたJudgePyncheonの死体に語

り手は刻々と執軌こ日常の用事を語りかける.それをJudgeが無視し続けることで,彼を囲

っていた日常世界は停止し,死に支配されたロマンスの世界への移行を準備する.同時にま

た,死者に無用な時間を告げるのは,実は死者のためではなく,Cliffordの世間への逃走と

の同時進行性を暗示し,ロマンスの世界,｢大きな人の心のような｣家がCliffordの留守の

間も生き続けるためである.つまり,このとき七破風の家はCliffordの意識の鏡の世界とし

て提示されているのだ.肖像や鏡を介して入っていった家の究極の秘密の部屋がここで開示

されている･そのことを暗示するのは語り手の一人称の使い方である.死体となったJudge

Pyncheonに｢あなた｣と執軌こ呼びかけた後で語り手の使う｢私たち｣は,私たちは生き

ていて今七破風の家に死体とともにいるという濃密な状況の共謀関係に読者をひきいれる.

その状況はCl旧ordが意識している死に脅かされた生の状況であり,それを一人称の親密さ

で体験させるこの場面は,読者が七破風の家の主に入れ代わり彼に共感するという点

で,T九β肋祝ぶβ〆伽SgγgれCα抽ぶを読むことのアレゴリーの見地からも小説の中心であると

言える.

死がJudgePyncheonのからだを浸し腐らせていく肉体の崩壊の過程が,Judgeを包む黄昏
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の闇の深まりに喩えられて,次のように描写される.

MeanwhilethetwilightisgloomlngupWardoutofthecornersoftheroom.The

Shadowsofthetallfurnituregrowdeeper‥.losetheir distinctnessofoutlinein

thedark,graytideofoblivion,aSitwere,thatcreepsslowlyoverthevarious

Objects...The gloom had not entered from without;it has brooded here
a11

day･･･TheJudge'sfase,indeed,rigid,andsingularlywhite,refusestomeltinto

this universalsoIvent…･Nowitis nolonger gray,but sable･‥･the swarthy

WhitenessofJudge
Pyncheon'sface.Thefeaturesareallgone;thereisonlythe

Paleness ofthemleft.And howlooksit now?Thereis no window!Thereis no

face!Aninfinite,inscrutableblacknesshasannihilatedsight!Whereisouruni-

VerSe?Allcrumbled awayfromus;andwe,adriftinchaos,may hearkentothe

gustsofhomelesswind,thatgosighingandmurmurlngabout,inquestofwhat

wasonceaworld!(276)

｢全てを溶かす溶剤｣である死の闇が,薄聞から｢灰黒色の忘却の潮流｣に,そして漆黒の

闇に段々に深まり,生命を飲み込み溶かしていくという崩壊の感覚は,Cliffordが窓から見

ていた彼を飲み込もうとする｢神秘の探さで黒い,大きな流れ｣の深みにさらわれることに

等しい.その流れの底をたどっていくと,窓や顔がほの見えるだけの暗闇をへて,ついには

｢視覚を絶滅させる｣不可解な無限の間に達する.顔やそれを見る視覚が人物たちの人間的

共感や苦悩の媒体であったTんgβ州5g〆伽Sβγβ調CαわJどぶにおいては,視覚を絶滅させる間

とはまさに死そのものの表現でありうる.生の底にぴったり貼りついた死に触れると,宇宙

は死の発散する闇に溶け混沌に帰する.人は世界の崩壊に打ちのめされたまま,混沌の中を

藻屑のように漂う.そのような死のヴィジョンがこの作品の根底にある.そして｢かつては

世界であったものを探してさすらう住みかをなくした風｣は,今同じ風の中をさすらってい

るCliffordを連想させるもので,この場の崩壊感がCliffordのものであることを暗示してい

る.彼が汽車の旅で謳歌する生命の流れの重層性,生命の流動感が混沌を漂う崩壊感でもあ

るという生死の両義性を,七破風の家の内と外を合わせることで表現し,死に捕えられた生

というHawthorneのロマンスの主題が完成する.

ロマンスを読むことの導き手であるHolgraveとPhoebeが無事読者を案内し終えたことを

確認して物語は終わる.七破風の家に一人残されたHolgraveはCliffordの崩壊感を追体験

し,そこへ戻ってきたPhoebeに死んだJudgeの銀板写真を見せる.Phoebeは結局ロマンス

の核心に近づかないままなのだが,こうしてCliffordとHepzibahがHolgraveとPhoebeに

入れ代わることで,そして,HolgraveがPhoebeに求婚することでロマンスの世界と読者と

の交流は達成される.Holgraveの唐突な改心として議論されることの多いこの求婚は,風

俗小説としては妥当な幸福な結末であるが,ロマンスを読むことのアレゴリーとしては控え

めな幸福,作者の読者に対する謙虚なそしていささか懐疑的な姿勢を反映したものと言えよ

う.少なくともHolgraveの改心は彼の経験した崩壊感が彼の認識を変えて,Hawthorne的

な死に捕えられた生という条件を自覚した人間として再生したことを示している.死と隣り

合わせた者同士の共感でPhoebeと結ばれ,束の間のエデンの幸福を享受するHolgraveが彼
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女に求婚するという話の進み行きには,後にTんg肋γむJgFα視れで展開される死から再生,瞬

間と永遠といったテーマの萌芽が含まれている.HolgraveとPhoebeの結婚には作者の読者

との交流への願望がやはり願望のままこめられている.
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"TheHmiSeQftheSevenGablesasanAllegoryofRomance-Reading"

Atsuko ODA

Hawth'orne's motivationin writingTheHouseQf'theSeven GablesistorecastRomancein a

morefamiliartonethanthatofTheScarletLetter,SOaStOmakethereadingpublicacquainted

WithhisconceptofRomance･InTheHouseQftheSevenGableshedealswiththecontemporary

WOrld around him,drawingupontheconventionsofthecomedyofmanners.The resultisit

becomesanallegorywhichtellsthereaderhowtoreadRomanceandleadshimtothedepths
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Ofhuman nature,Whileconveylngthe surface story aboutthe disclosureofafamily skeleton

in the House ofthe Seven Gables,

Thehouseis anemblemofahuman heart,WhosedepthsRomanceseeksto
penetrate･The

Characterswhoarerepresentaivesofthe reader enterthehouse.Characterslivinginsidethe

house ventures outside.Thus the opposition between the worldinside and outsideis to be

neutralized,Whichprovidestothenovelthestructureofthemirror,Or``theneutralterritory"

OfRomancewherelifeinsidethehousereflectsthelifeofpeopleoutsidethehouselookingin.

Thelikenesses ofthe protagonists,references to which are anotable featureofthe novel,

help the reader's knowledge of them and of the structure of the mirror.When the reader

understandshowtheneutralterritoryrevealsthecommonnaturesharedbypeopleinandout

Ofthehouse,theRomance-readinga11egorylSCOmplete.
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